
２ 水稲の作柄概況 
（１）最近の高温年の水稲の作柄とその概要（要因） 
  
 ＜平成12年産＞ 

５３７kgである。これは，もみ数は，北海道，東北及び北陸でやや少ないものの，その他の地域

では平年並みないしやや多く，登熟は，関東の作期の遅い地域で９月上旬の高温及びその後の秋

雨前線の影響等により抑制されたものの，全国的には７月以降おおむね天候に恵まれ順調に推移

したためである。 
  
 ＜平成11年産＞ 

５１５kgである。これは，九州で６月下旬以降の断続的な多雨・日照不足に加え，９月下旬の台

風第１８号による倒伏等により作柄が｢著しい不良｣となったものの，近畿より東の地域ではおお

むね天候に恵まれ作柄が｢やや良｣となったためである。 
  
 ＜平成６年産＞ 

平成６年産水稲の作柄は，作況指数１０９の｢良｣で，10ａ当たり収量は５４４kgである。これ

は，田植期以降全国的に高温・多照の天候に恵まれたことに加え，台風や病害虫による被害も

少なく，生育・登熟ともに良好であったためである。 
 



  
○最近の高温年の作柄（県別） 

         作況指数   10ａ当たり収量(kg)   

 県名 Ｈ１２ Ｈ１１  Ｈ６ Ｈ１２ Ｈ１１  Ｈ６   
   全 国  １０４  １０１  １０９  ５３７  ５１５  ５４４   
        
   北海道  １０３  １０３  １０８  ５４０  ５３４  ５４１   
        
   青 森  １０４  １０２  １０７  ５９９  ５９１  ６１８   
   岩 手  １０６  １０５  １１０  ５５５  ５４６  ５６４   
   宮 城  １０５  １０２  １０６  ５４４  ５２２  ５３７   
   秋 田  １０１  １０２  １０３  ５７５  ５８０  ５９２   
   山 形  １０５  １０３  １０５  ６１６  ６０２  ６１５   
   福 島  １０４  １０６  １１１  ５４４  ５４８  ５７０   
        
   茨 城  １０７  １０４  １０９  ５３２  ５０８  ５１１   
   栃 木  １０６  １０２  １１２  ５４８  ５１７  ５２２   
   群 馬    ９６  １０２  １１３  ４７２  ４９３  ５１２   
   埼 玉  １０１  １００  １１１  ４９４  ４８１  ４９５   
   千 葉  １０７  １０４  １０８  ５５０  ５２６  ５２５   
   東 京  １０５  １０５  １０６  ４０８  ３９８  ３７８   
   神奈川  １０１  １０３  １１０  ４７４  ４７１  ４７２   
        
   新 潟  １０３  １０２  １０３  ５４６  ５４１  ５４７   
   富 山  １０３  １０１  １０６  ５４０  ５２４  ５４１   
   石 川  １０１  １０２  １０３  ５１１  ５１７  ５１２   
   福 井  １０１  １００  １０３  ５１６  ５１２  ５１９   
        
   山 梨  １０４  １０４  １１３  ５４４  ５３６  ５５７   
   長 野  １０４  １０５  １１５  ６２８  ６２４  ６５９   
        
   岐 阜  １０３  １０１  １１２  ４９２  ４７１  ４９７   
   静 岡  １０３  １０５  １１３  ５２９  ５３１  ５３０   
   愛 知  １０３  １０３  １０７  ５０４  ４９７  ４９８   
   三 重  １０５  １０３  １０７  ５０７  ４９０  ４９１   
        
   滋 賀  １０３  １０１  １０６  ５２４  ５０８  ５２５   
   京 都  １０４  １０４  １１１  ５１９  ５０６  ５２４   
   大 阪  １０４  １０４  １１０  ４８７  ４７６  ４７４   
   兵 庫  １０４  １０３  １１３  ５０８  ４８９  ５０８   
   奈 良  １０３  １０４  １１０  ５１２  ５０１  ５０３   
   和歌山  １０３  １０３  １１１  ４９４  ４８７  ４９７   
        
   鳥 取  １０５  １００  １１６  ５３６  ５０５  ５６９   
   島 根  １０４  １０１  １１２  ５１５  ４９３  ５３５   
   岡 山  １０４  １００  １１２  ５３２  ５０２  ５３２   
   広 島  １０４    ９９  １０７  ５３１  ５０３  ５１８   
   山 口  １０４    ９５  １１４  ５２１  ４６９  ５４０   
        
   徳 島  １０２  １００  １１３  ４７６  ４６４  ５０４   
   香 川  １０３    ９９  １１０  ５１０  ４８３  ５１９   
   愛 媛  １０３    ９６  １１３  ５０６  ４６５  ５３１   
   高 知  １０４    ９７  １１１  ４６７  ４３２  ４５６   
        
   福 岡  １０４    ８８  １１１  ５１５  ４３１  ５４５   
   佐 賀  １０２    ８６  １１０  ５３６  ４４４  ５６８   
   長 崎  １０４    ８８  １０７  ４８０  ４０２  ４６８   
   熊 本  １０２    ８１  １１５  ５１７  ４０７  ５７０   
   大 分  １０５    ８０  １２４  ５１６  ３８７  ５９０   
   宮 崎  １０４    ９０  １１５  ４９５  ４２６  ５１６   
   鹿児島  １０２    ８６  １１５  ４８１  ４０２  ５１７   
   沖 縄    ９６    ９７    ９４  ３１１  ３２３  ３１２   



  
○作柄の概要(要因：地域別) 
 【平成12年産】                                                                   

  
 【平成11年産】                                                                 

  
 【平成６年産】                                                                   

  

     地 域             概要(気象要因，災害等を中心にコメント)   
  北海道，  ６月中旬以降おおむね天候に恵まれ生育が促進。７月の高温等の影   
  東北 響によりもみ数が平年並みないしやや少なくなった。７月中旬以降高   
    温に経過したため冷害の発生もなく登熟良好。   
  北陸  中干しの効果等により穂数が平年並みないしやや少なく，もみ数が   
    ７月の高温の影響等により平年並みないしやや少なくなった。一部地   
    域で７月下旬のフェーン風や山間地域で干ばつがあったものの，おお   
    むね天候に恵まれ登熟良好。   
  関東・東山  田植期以降おおむね天候に恵まれ生育が順調に推移。群馬県及び埼   
    玉県では作期の遅い地域で９月上旬の高温及びその後の秋雨前線の影   
    響等により登熟不良。その他の都県では７月以降おおむね高温に経過   
    し登熟良好。   
  東海，近畿，  田植期以降おおむね天候に恵まれ生育が順調で，穂数，もみ数とも   
  中国，四国， 平年並みないしやや多くなった。登熟期間がおおむね高温に経過した   
  九州 ことに加え，台風による被害も少なかったことから登熟良好。   

    地 域             概要(気象要因，災害等を中心にコメント)   
  北海道，  生育が順調で穂数が多かったことに加え，７月中旬以降の異常な高   
  東北 温により窒素が不足気味となったこと等からもみ数が少なくなったも   
    のの登熟は良好。   
  北陸  ７月下旬から８月上旬にかけてのフェーン現象等の影響を受けた福   
    井県を除き登熟がおおむね順調。   
  関東・東山  もみ数が千葉県を除き平年並みないしやや少ないものの登熟は良好。   
  東海，近畿  もみ数が天候に恵まれやや多いないし多く，一部の県で高温等により   
    登熟が抑制されたものの，全般的に登熟が順調。   
  中国，四国  出穂後の不順な天候や台風第１８号による倒伏等により一部の県で   
    登熟が抑制された。   
  九州  ６月下旬以降断続的な多雨・日照不足によりもみ数が平年並みない   
    しやや少なくなった。台風第１８号により広範囲に倒伏が発生し登熟   
    が阻害される被害等が発生し作柄が著しい不良となった。   

     地 域             概要(気象要因，災害等を中心にコメント)   
  北海道  分けつの切り上がりが早まり穂数が少なくなり，もみ数がやや少な   
    くなった。登熟期間が高温・多照に経過したため登熟が極めて良好。   
  東北，  一部地域で９月中下旬の台風第26号の影響で倒伏，穂発芽が発生し   
  関東・東山 たが，全般的には天候に恵まれ登熟が良好。   
  北陸  天水田等水利条件の悪いところでは干害が発生。出穂期以降の好天   
    により登熟良好。   
  東海，近畿，  一部の水利条件の悪い地域で干害が発生し阻害されたが，全般的に   
  中国，四国， は出穂期以降の天候に恵まれたことに加え台風や病害の発生も少なく   
  九州 登熟が極めて良好。   


